
令和６年２月定例会  滑川市教育委員会会議録 
 
１　開  催  日  時　　令和６年２月 26日(月) 午後２時 00分～ 
２　開  催  場  所　　本館３階第１委員会室 
３　委 員 の 定 数　　５名 
４　委員の現在数    ５名 
５　出席委員等氏名    山本なつみ　金谷潤子　道音博昭　平田均　上田良美 
６　欠席委員等氏名     
７　説明のため出席    事務局長　　　　　　　　　上田博之 
した者の職氏名　　教育総務課長　　　　　　　椎名千里 
　　　　      　　生涯学習・スポーツ課長　　丸山浩征　　　　 

　　　　　　　　  　　子ども課長　　　　　　　　牧田優子 
　　　　　　　　　  　教育センター所長　　　　　前田利一 
　　　　　　　　　  　教育総務課課長補佐　　　　大泉千沙都 
　　　　　　　　　  　教育総務課係長　　　　　　荒田雄一郎 
             
８　会議に付した事項 
日程第１　前回会議録の承認について 

 
日程第２　教育長の報告 

 
日程第３　議決事項 

　      　　　議案第２号　令和６年度滑川市一般会計予算について 
議案第３号　滑川市みのわテニス村設置条例の一部を改正する 

条例の制定について 
議案第４号　滑川市東福寺野自然公園研修センターの設置及び 

管理に関する条例を廃止する条例の制定について 
議案第５号　滑川市子ども医療費助成に関する条例の一部を改 

正する条例の制定について 
議案第６号　滑川市ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の 

一部を改正する条例の制定について 
 
日程第４　検討事項 

　　　　　　　・令和６年度教育委員会重点施策(案)について 
日程第５　報告事項 

　　　　    　・卒業証書授与式について 



・入学式の出席について　 
・区域外就学、指定校変更について 

 
日程第６　その他 
　　　　　・各課より 
　　　　　・３月の行事予定　　　　　　 
 
９　会議の要旨 

 上田教育長 
 
上田教育長 
 
 
荒田係長 
 
 
上田教育長 
 
 
 
 
上田教育長 
 
上田教育長 
 
上田教育長 
 
 
 
上田教育長 
 
各課 
 
上田教育長 
 
 

それでは、ただいまから２月定例会を開会する。 
 
日程第１　前回会議録の承認について、事前に会議録を送付しているが、こ

れについてご意見、ご質疑等はないか。 
 
金谷委員、道音委員、平田委員からの指摘があったため、今回訂正したもの

を改めて配布した。 
 
ただ今ご指摘の箇所を訂正することとし、前回会議録は承認されたものとし

てよろしいか。 
 
（異議なし） 
 
続いて、日程第２　教育長の報告をする。 
 
（業務経過等について資料に基づき報告） 
 
ただいまの教育長報告について、ご意見、ご質疑等はないか。 
 
（なし） 
 
続いて、日程第３　議決事項について説明願う。 
 
【 議案第２号　令和６年度滑川市一般会計予算についての説明 】 
 
議決事項であるので、事務局の原案についてお諮りする。議案第２号につい

て意見を求めるが、異議はないか。 
　 



  
 
上田教育長 
 
上田教育長 
 
丸山課長 
 
 
上田教育長 
 
 
 
 
上田教育長 
 
上田教育長 
 
丸山課長 
 
 
上田教育長 
 
 
 
 
上田教育長 
 
上田教育長 
 
牧田課長 
 
 
上田教育長 
 
 

（なし） 
 
議案第２号について意見を求めることについて原案のとおり承認された。 
 
では、次の議案の説明願う。 
 
【 議案第３号　滑川市みのわテニス村設置条例の一部を改正する条例の制
定についての説明 】 
 
議決事項であるので、事務局の原案についてお諮りする。議案第３号につい

て意見を求めるが、異議はないか。 
　 
（なし） 
 
議案第３号について意見を求めることについて原案のとおり承認された。 
 
では、次の議案の説明願う。 
 
【 議案第４号　滑川市東福寺野自然公園研修センターの設置及び管理に関
する条例を廃止する条例の制定についての説明 】 
 
議決事項であるので、事務局の原案についてお諮りする。議案第４号につい

て意見を求めるが、異議はないか。 
　 
（なし） 
 
議案第４号について意見を求めることについて原案のとおり承認された。 
 
では、次の議案の説明願う。 
 
【 議案第５号　滑川市子ども医療費助成に関する条例の一部を改正する条
例の制定についての説明 】 
 
議決事項であるので、事務局の原案についてお諮りする。議案第５号につい

て意見を求めるが、異議はないか。 
　 



  
 
上田教育長 
 
上田教育長 
 
牧田課長 
 
 
上田教育長 
 
 
 
 
上田教育長 
 
上田教育長 
 
荒田係長 
 
上田教育長 
 
 
 
上田教育長 
 
 
上田教育長 
 
荒田係長 
 
上田教育長 
 
 
 
上田教育長 

（なし） 
 
議案第５号について意見を求めることについて原案のとおり承認された。 
 
では、次の議案の説明願う。 
 
【 議案第６号　滑川市ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部を改
正する条例の制定についての説明 】 
 
議決事項であるので、事務局の原案についてお諮りする。議案第６号につい

て意見を求めるが、異議はないか。 
　 
（なし） 
 
議案第６号について意見を求めることについて原案のとおり承認された。 
 
それでは、日程第４、検討事項について説明願う。 
 
【令和６年度教育委員会重点施策(案)について】 
 
ただ今の説明について、何かご意見、ご質問はないか。 
 
（なし） 
 
次回定例教育委員会まで意見をいただき、再度検討したものを諮ることとす

る。 
 
それでは、日程第５、報告事項について説明願う。 
 
【卒業証書授与式について】 
 
ただ今の説明について、何かご意見、ご質問はないか。 
 
（なし） 
 
では、次の報告を説明願う。 



 荒田係長 
 
上田教育長 
 
 
 
上田教育長 
 
椎名課長 
 
上田教育長 
 
 
 
上田教育長 
 
椎名課長 
 
道音委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
椎名課長 
 
 
 
 

【入学式の出席について】 
 
ただ今の説明について、何かご意見、ご質問はないか。 
 
（なし） 
 
では、次の報告を説明願う。 
 
【区域外就学、指定校変更について】 
 
ただ今の説明について、何かご意見、ご質問はないか。 
 
（なし） 
 
それでは、日程第６、その他について各課より報告願う。 
 
【教員の時間外在校等時間について】 
 
時間外在校等時間について、時間外在校等時間割合のグラフを３区分にして

いるが、45時間以上から 80時間未満の指標だと幅がありすぎるので、45
時間以上 60時間未満と 60時間以上 80時間未満に分けることはできるか。
時間外在校等時間が 45時間に近い教員なのか、80時間に近い教員なのか分
からない。60時間超えている人は、どんなに仕事を整理しても相当多くの
仕事量を抱えている。 
また、中学校の時間外在校等時間が多いのは部活動があるためだと思うが、

小学校は運動会等の行事がある月が多いかとも思ったが、グラフからはどこ

にピークがあるのか分からない。各学校にばらつきがあり、そういう傾向が

見えにくい。 
また、人によって業務の負荷にばらつきはあると思うが、時間外在校等時間

が 45時間未満の方は、45時間未満に抑えるようにという指導によるものか。 
 
45時間未満を一つの指標として指導しているが、４月当初や研究会近くに
なると超える教員はいる。タイムカードにより平日と休日の時間外在校等時

間を出してもらい、一人一人を表にまとめ管理をしているが、月の時間外在

校等時間が一桁の教員もいるし 45時間を超える教員もいる。 
 



 道音委員 
 
 
 
 
椎名課長 
 
 
 
 
 
 
 
道音委員 
 
椎名課長 
 
 
 
金谷委員 
 
 
椎名課長 
 
 
 
金谷委員 
 
 
 
 
 
椎名課長 
 
 
 

時間外在校等時間が多い先生たちが元気をなくしていると意味がない。１か

月間で 80時間の時間外在校等時間があった場合は指導をしているか。 
また、ＤＸを進めているが、ＤＸで何をすることによって、過重労働をどう

無くそうとしているのか。 
 
１か月間で 45時間以上の時間外在校等時間があった場合、それ以外でも勤
務時間が多いと考えられる場合、指導をしている。 
これまで、タイムカードの使用だとひと月が終わった後で見返す場合が多い

が、ＤＸ化による勤怠管理システムを導入することで、例えばひと月の時間

外在校等時間が、45時間まであと何時間であると自分に知らせてくれる、
また、管理職も常時確認できる等、すぐに集計されて指導をすることができ

る。 
 
毎年このような表の数値になるのか、それとも改善されたのか。 
 
全ての学校の状況を取りまとめて表を作成していたが、昨年からグラフにし

て各学校に配り、確認をしてもらっている。自分たちが管理するという意識

のもと、少しずつ減っている。 
 
この時間外在校等時間の資料をもとに、各学校の管理職が、分析して課題と

改善点等を出しているのか。 
 
この資料の数値は、学校から報告されているものを表にまとめて作成してい

るため、管理職は自分の学校の状況を把握している。また、他の学校との比

較による分析のため、市教委で作成した表を活用していただいている。 
 
それぞれの学校において、どうしていかなければならないのかを話し合わな

いと解決はしない。大きな事件が滑川であったので、養護教諭や校長先生な

どが時間外在校等時間のデータを活用しながら、意識をもって課題として指

導に取り組んでほしい。改善しているところは校長先生がしっかりと指導さ

れているものと思われる。 
 
この時間外在校等時間の資料は、そのように扱っていただけることを目的と

して作成し、学校に配付している。また、衛生委員会、多忙化解消会議やパ

ワーアップ会議の開催や、働き方改革の推進校となった県立学校の動向を注

視していく。 



  
山本委員 
 
 
 
椎名課長 
 
 
山本委員 
 
 
 
 
椎名課長 
 
 
上田教育長 
 
委員 
 
上田教育長 
 
各課 
 
上田教育長 
 
 
 
上田教育長 
 
荒田係長 
 
 
上田教育長 

 
学校での働き方改革に理解を求めるチラシについて、「新ポータルシステム

によるＤＸ化を進める」と書いてあるが。保護者に向けて案内するには、も

う少し分かりやすい言葉がよいのではないか。 
 
分かりやすい言葉に書き換え、ＰＴＡ総会でも学校から説明をしてもらう、

安心安全メールでも送信する等、検討していく。 
 
時間外在校等時間については、教員一人一人の仕事に対する価値観の違いな

ど、単純に時間だけで測って評価をするのは難しい。数字だけで見られると

困る部分があるので、時間外在校等時間の表の読み方は、気を付けないとい

けない。 
 
【いじめ重大事態相当についての報告】 
※詳細が複雑なため、配布し資料は当日回収とした。 
 
個人情報を含むため、非公開とするがよろしいか。 
 
異議なし。 
 
承認を得られたので、非公開とする。 
 
【各課からの報告】 
 
ただいまの報告について、なにかご意見等があれば。 
 
（なし） 
 
最後に３月の行事予定について説明願う。 
 
（３月行事予定について説明） 
（次回の定例会の開催を３月 26日（火）午後３時 00分に決定） 
 
以上で本日の日程は全て終了した。これで教育委員会２月定例会を閉会す

る。


